


新
産
業
都
市
と
県
政

H
本
海
沿
岸
を
太
平
洋
べ
凡
ト
と
同

!
日
仕
度
ま
で
に
開
発
し
、
豊
か
な
経
済

生
活
を
築
く
た
め
に
、
お
年
4
月
、
富

山
l
高
岡
地
区
が
新
産
業
都
市
に
指
定

一

さ
れ
ま
し
た

g

い
よ
い
よ
日
本
ほ
時
代

一

の
開
幕
と
い
う
わ
け
で
す
ご

富
山
|
高
岡
地
区
・
4
V

品
l
心
に
川
氏
関
さ

一

れ
る
新
産
業
都
市
の
構
想
は
、
凶
山、

伏
木
両
港
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
に
発
展
を

一

続
け
て
き
た
工
業
地
帯
と
、
現
在
建
設

一

が
い
そ
が
れ
て
い
る
富
山
新
治
と
そ
の

一

背
後
地
に
造
成
さ
れ
る
臨
海
工
業
地
帯

一

を
結
び
つ
け
る
ニ
と
を
第

一
の
軸
。

近
代
農
業
を
工
業
と
併
行
し
て
推
進

一

さ
せ
る
こ
と
を
第
二
の
軸
。

そ
し
て
恵
ま
れ
た
水
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
を
第
三
の
軸
と
し
て
有
機
的
な

一

組
合
せ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、
『
太
陽

一

の
輝
く
緑
の
中
の
新
産
業
都
市
』
が
出

一

現
す
る
の
で
す
。
新
産
業
都
市
は
、
全

県
の
五
四
・
九
%
、
全
人
口
の
七
二
・

六
%
を
占
め
、
工
業
製
品
は
一
、
三
八

九
億
円
(
昭
お
)
か
ら
四
、

0
0
0憶

l
四
、
五

O
O億
円
(
昭
必
)
と
飛
躍

的
な
発
展
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。勿

論
、
こ
う
し
た
経
済
成
長
を
支
、
え

て
行
く
に
は
、
真
に
私
た
ち
の
生
活
に

直
結
し
た
県
政
が
進
め
ら
れ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
一
は
、
『
人
聞
の
尊
重
』
と
い

う
こ
と
で
す
。
経
済
開
発
の
ヒ
ズ
ミ
の

中
に
埋
れ
、
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
人
間
性

を
と
り
も
ど
す
よ
う
な
地
策
を
進
め
ま

す
。そ

の
こ
は
、
『
県
土
の
美
化
』
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
雄
大
な
県
土
の
山
や
水

を
治
め
、
災
害
を
防
ぎ
、
美
し
い
観
光

資
源
を
開
発
し
て
、
立
派
な
郷
土
と
し

て
子
孫
に
伝
え
て
行
く
こ
と
で
す
。

そ
の
三
は
、
『
日
本
海
時
代
の
開
拓
』

で
す
。
ソ
連
、
中
固
な
ど
の
対
岸
貿
易

の
振
興
を
は
か
り
、
北
陸
と
東
海
地
区

が
『
中
部
は
一
つ
』
の
合
い
言
葉
の
も

と
に
手
を
と
り
合
っ
て
進
む
こ
と
で
す
。

こ
う
し
て
、
私
た
ち
は
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
、
新
し
い
日
本
海
時
代
の
パ
イ

オ
ニ
ア
ー
と
し
て
前
進
を
枇
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

海の夢、二れが富山新港の姿だ。(手前右、石油化学コンビナート群、

左鉄鋼コンビナート、上方中央、太閤山住宅団地)

県の花 「チューリップ」表紙説明



富山工業地帯ヘ

文化と産業の殿堂、富山県民会館

富山空港の完成で、空への道は開かれた



J〆 富山新港ヘ

(上)富山新港工業地帯のエネルギー源、富山火力発電所

(中)豊かな水を利用する化学工場

(下)広大な工場用地と豊富な水資源が支える近代工場

(上)年間 100万トンの貨物をさばく富山港

(下)富山工業地帯は、電炉工業も盛んである



富
山
新
港
の
建
設
は
、

防
波
堤
工
事
か
ら
開
始
さ
れ
た

港
の
入
日
に
な
る
新
湊
市
堀
岡
地
区

(上)白本海沿岸有数の工業港、伏木港

(左)伏木港を中心に、高岡工業地帯は広がる。

(下)北洋材を使った、紙パルプ工業も盛んである

‘ 、



乙の大間山一帯に、住宅団地が出現する日も間近い

富山新港臨海工業地帯になる射水平野

近代施設を誇る、県立大谷技術短大

←県内を、西から東に機断する国道 8号線



有
峰
湖
を
一
周
す
る
観
光
産
業
道
路
が
完
成

TKA開発

立山 (T)地帯は、登山者やハイキング客でにぎあう

春の拘唱宅ガ原はスキーヤーのメ ッカ

す

.JT 



手で稲を刈るという時代は過ぎ去りつつある 。

農業の進む道、それは①機械の導入 ②畜産

の振興 ③共同化の促進である u それは、農

家の老人や主婦に支えられる 3チャン農薬か

ら脱皮することでもある 。

(コンパインによる稲刈り作業)

〆

豊かな農林漁業ヘ 小矢部川の総合開発

ニれからの総合開発

-川川川総介開発
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工業用水、生川-用水確保

t 
乙

、

上市川の総合開発
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富山県の林業富山県の漁業

伐る林業から育てる林業へ、本県の林業は、それは羽「不振を伝えられる漁業を削!す道、

j立 H~ を中心に発展を続けている 。 午11 に有峠県漁場の開拓や協同化、仰向()のj[代化などであ

その_::Lj也に合っ犬、有林は、各科の市を育て、そして遠汗るといわれる 。沿岸から沖合へ、

同知をキil'(え、大きな成果をあげている 。へと漁場は広 がって行く 。



海

整然とした耕地、緑の列がどニまでも延びるところ、

そこに新しい農業が花開く 。(城端町立野ケ原 )

富山新港とそれを中心に林立する臨海工業地帯は、

海時代を築いていく 。 (富山新港防波堤工事現場)

野 皇太子ご夫妻には、初秋の黒部峡告や黒田夕、ムを心ゆ〈

までご探勝になった。(昭和39年 8月28日)

山 に



電力に加えて豊富な水資源は、工業の体質を変える大

きな原動力となっている

綿紡績は化繊織物に変り、いまも本県工業の担い手の一つで、ある

製鉄、製鋼も豊かな電力をバックに栄えてきた

紙パルプ工業は、北洋材を原料に発展を続けてきた

機械工業も長足の進歩を遂げた

っ
て
い
る

電炉工業は、古くから本県工業を支えてきた。しかし、電気に

加えて水資源が新しく登場。工業は大きく脱皮することになる



活
況
を
呈
す
る
新
港
造
成
基
地

-. 

防
波
堤
の
地
盤
を
固
め
る
潜
水
夫

ほ
ぼ
完
成
し
た
、
う
回
産
業
道
路

新港臨海工業地帯の動力源としての火力発電所の 1号機が完成

富山・高岡工業

その背後に約 500万J干にわたる工場用地

(新湊港、四方

を造成し、最近のコンビナート化やマンモス

化しつつある重化学工業の発展に対処するこ

富山新治臨iilj:了.業地帯は、

地帯の中央に新しく港を築き

j巷)

とになった。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
巨
大
な
箱
(
ケ
ー
ソ
ン
)
を
沈
め
な
が
ら
、

防
波
堤
は
日
本
海
に
向
っ
て
伸
び
て
行
く
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富山空港を結ぷ航空路

(上)富山一東京(全日空)

(中)富山一名古屋(中日本航空)

(下)大阪一富山一札幌(日本圏内航空)

石
油
を
揚
陸
す
る
施
設
、
ド
ル
フ
ィ
ン

米
原

富
山
間

嘉~
電



新しい教育、それは、

科学技術教育と、地域

差をなくすることを軸

に展開きれて行く。

(国道8号線の東の難関、親不知一帯は、 トンネルで結ばれる)

川には永久橋を、鉄道とは立体交叉で、山にはトンネル

と、道路は全く体質改善されて行く。

156号線は、圧川に沿って走っているため橋も少く、道路の近

代化を阻んできた。いまや中部を結ぶ重要道路として、整備が

いそがれている。



青少年の家

有峰の大自然のなかで、思い切り

青少年が手足を伸ばせるようにと、

県の手で建設されたもので、規律あ

る共同生活を通じて、ややもすれば

失われがちな人間性をとりもどし、

養成しようということである 。



山
の
遭
際
事
故
の
防
止
に
活
路
す
る
山
岳
ハ
ト
ロ
ー
ル
隊

豊かな生活を築くこと、それは、病気のない生前、安

らかな生活を築くことである 。衛生面でも民生而でも、

県民福祉の向上を目指して、県は全力をあげている。

(上) 0才から保健指導は始まる(保健所)

(左上)新滋成った県衛生研究所

(左中)食中海、病源薗に衛生監視員の眼が光る

町ぐるみで赤痢の追放

(左下)黄い血の追放に愛の献血運動



過
を
繊
切
る
と
き
は
.
先
ず
片
手
を
あ
げ
で
、

こ
れ
が
歩
行
者
¢
エ
チ
ケ
ッ
ト

老人の福祉を増進するために、県では新しく流杉老人ホームを開設(富山市)

児童福祉のセンタ一、児童相談所

何とか一人で歩けるように訓練に励む児童



氷
見
市
胡
桃
地
区
に
災
害
救
助
法
発
動

{
昭
和
鈎
年
7
月
時
日
}

被
災
地
を
紡
れ
激
励
す
る
吉
田
知
事

牽
雪
か
ら
県
土
を
救
え

(昭
和
お
年
1
月
)

. ， 

-・ー.咽同.明恒E

司-・・司・・・-ー一
ー一一一ーー一ーーーー・ーー ， 一一一

濠
雪
で
孤
立
し
た
部
落
へ
救
援
物
資
の
投
下
(
昭
和
犯
年
1
月
)

同
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
高
波
に
さ
す
が
の
防
波
堤

も
倒
犠
{
昭
和
お
年
1
月
)
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富山県
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